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本日お話すること
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1.鹿追町が進める課題解決型ワーケーション「シカソン」とは？

2.鹿追町の概要＆特色

3.ワーケーション実証事業開始の経緯【R3年度】

4.ワーケーションを開始して見えてきた課題【R3-R4年度】

5.R5年度の取組内容

6.ワーケーションを開始して得られた成果



自己紹介
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迫田 明巳（はくた ひろみ）

• 鹿追町企画課企画係長

• 北海道士別市＆池田町出身

• 趣味：マラソン、スキー、サイクリングなど

• 2006年 鹿追町役場入庁
【主な略歴】

2008.4：北海道企画振興部地域づくり支援局移住交流G（1年間)

2012.4：(一財)自治体国際化協会東京本部

2013.4：(一財)自治体国際化協会シドニー事務所

2015.4：教育委員会社会教育課社会教育係長

2019.7：企画課企画係長



ゼロカーボンシティ宣言のまち（2021年3月）

環境省 第1回脱炭素先行地域（2022年4月）

日本ジオパーク のまち

とかち鹿追ジオパーク（2013年）

国立公園のまち

SDGs推進のまち

過疎のまち

「鹿追（シカオイ）町」で、訪れた方と環境をテーマに、一
緒にマラソンを走るかのように学び、考え、持続可能な未来
（ゴール）を目指すショートステイプログラムです。
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人口 5,266人（15歳未満 13.6％）

基幹産業：農業、観光

教育、国際交流も特徴的!!

１．鹿追町が進める課題解決型ワーケーション「シカソン」とは？
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１．鹿追町が進める課題解決型ワーケーション「シカソン」とは？

出典：観光庁「『新たな旅のスタイル』ワーケーション＆ブレジャー（企業向けパンフレット）」より引用



2021年3月 ゼロカーボンシティ宣言

2022年4月 環境省脱炭素先行地域

【関係事業】

2007年 中鹿追バイオガスプラント

2014年 チョウザメ飼育・マンゴー栽培

2017年 瓜幕バイオガスプラント

2021年 しかおい自営線ネットワーク

2022年 しかおい水素ファーム
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２．鹿追町の概要＆特色

ゼロカーボンシティ宣言のまち



2013年12月 鹿追町全域が国内33
地域目のジオパークとして認定

然別湖付近の風穴地帯には永久凍土が
分布

元南極観測隊員のジオパーク専門員が
環境教育や保全活動に関わる

国内で唯一『凍れ』がテーマ

凍れが作りだした地形や生態系、寒冷地
に暮らす生活の知恵や産業、イベントなどを
四季を通じて楽しむことができ、大地の恵み
を美味しく体験することができるジオパーク
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２．鹿追町の概要＆特色

日本ジオパークのまち



北海道最高峰の旭岳
（2,291m）を主峰

北海道を代表する石狩川と十勝川
の源流地域を含む「北海道の屋根」と
いわれる一帯

天空の湖と呼ばれる「然別湖」

北海道で一番標高の高い湖（標
高800m）

オショロコマの亜種「ミヤベイワナ」の生
息地 （北海道指定文化財・天然
記念物）
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２．鹿追町の概要＆特色

国立公園のまち
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３．ワーケーション実証事業開始の経緯【R3年度】

• 家畜ふん尿由来水素を活用した水素サプライチェーン実証事業
（平成27年度 地域連携・低炭素水素技術実証事業）

• 令和2年10月 地域スマートソサエティ構想調印（公民連携）
①地域エネルギー供給事業
②公共施設経営
③防災、減災はBCP対策
④ICTを利用したスマート化
⑤地域産業振興

鹿島建設（株）との連携

• 令和元年度～ 北海道型ワーケーション導入検討・実証事業（令和2年度～ 普及・展開事業）
• 令和2年12月 「鹿追町が持続可能なまちへと進む提案」について意見交換
コロナ禍における国内情勢、鹿追町の強み、鹿追町の課題を踏まえた鹿追町の「地域課題解決」への一歩を提案

• 企業と連携した環境整備・受入の推進
→目指す姿の一部：国立公園内ワーケーションの推進、市街地コワーキングスペースの推進

応募の経緯

①コロナ禍で激減した観光客の回復・誘導、長期滞在を行うワーケーション需要の取り込み
②環境分野における関係人口・交流人口の拡大、企業との連携による地域課題の解決

応募の目的

観光庁 「新たな旅のスタイル」促進事業申請・採択【4,000千円】



取り組む方向性

鹿追の強み 国内の動き

鹿追町の課題の解決

① バイオガスプラントを核とした環境にやさしい持
続可能な地域

② 山村留学、産業研修生制度など確立した他
地域には無い人口流入

③ 既にある企業・地域との関係（鹿島建設、
台東区など）

① SDGsの推進

② 地方回帰、地方移住、地方創生どこでも働
ける時代

③ 企業版ふるさと納税

④ テレワークの推進
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モニターツアーの様子（2022年1月）しかりべつ湖コタンの製作ボランティア
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参加企業の様子（2022年7月）特定外来生物「ウチダザリガニ」の駆除体験
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「（仮称）ワーケーションサミットinしかおい」の開催

これまでの課題を解決する策
 開催時期を11月にすることで観光の
閑散期を狙う（11月はWAJのワー
ケーション月間でもある）

 宿泊ホテルのシングルユース問題を解
決

 あえて、相部屋にすることで交流を図る
コンセプトも試してみてはどうか？ 持続可能なワーケーション

 内容を事前に固めてしまうことで受入側
の負担を軽減

 ５社×各４名＝20名のワーケーションを
対応するより、１社×20名で１回の方
が受入負担軽減、関係企業増加

 鹿追町をフィールドに企業同士の関係性
構築

旅行業のハードルをクリア
 旅行業法上で問題がないよう
に着地型のイベントに！

ワーケーションの普及
 立科work tripでワーケーションを推進し、
鹿追町のアドバイザーでもある立科町の上
前氏、渡邉氏等招へいし、参加企業に
ワーケーションという働き方を普及

地元の飲食店の利用促進
町民への発信！

相部屋プランの追求
コテージなどへの展開も

企業のワーケーション
今後の連携のスタート

４．ワーケーションを開始して見えてきた課題【R3-R4年度】
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５．R5年度の取組内容

2023シカソンサミット＆セミナーinしかおい
日 程：2023年11月20日～22日
場 所：鹿追町内
参加者：サミット12名（11社 12名 15泊）

セミナー35名（サミット参加者含む）
内 容
• ゼロカーボンの取り組み視察
• とかち鹿追ジオパーク視察
• 町内キーマンとのセッション
• シカソンセミナーinしかおい
• 情報交換ワークショップ

参加者の声
• 業種や専門、出自の全く違う人が一同に会することで、今まで考えもしなかったアイデア
が浮かびました。

• 札幌、東京、長野と広く参加者が集まり、異業種間での交流を経て、自身も考えさせら
れることが非常に多かった。

• 合宿型の研修を鹿追町でやってみたい！
• ワーケーションを通して地域に根差して活動されている方や、鹿追町様の持続可能な取
り組みに関しての興味が大きかった。

• このイベントを通じてより多様なアイデアを生み出すためには、もっと自社の他の社員にも
参加してもらいたい。

• 記憶に残るために「体験」「人に会う」ことがとても重要なことを改めて感じることができた。
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５．R5年度の取組内容



16

５．R5年度の取組内容
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５．R5年度の取組内容
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６．ワーケーションを開始して得られた成果

R１ R２ R３ R４ R５

１件

２社

2名

0泊

0件

0社

0名

0泊

3件

1社

18名

52泊

２件

２社

11名

18泊

3件

11社

37名

41泊

2023シカソンサミット
inしかおい含む
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６．ワーケーションを開始して得られた成果

 そもそも鹿追町の目的として、ワーケーションから直接得られる効果（観光誘客、経済効果）を目的としていない。
 インバウンドが回復基調にある中、いわゆる観光対策にはつながらないという思いは更に強くなった。
 ただし、観光の閑散期対策であれば、受入ホテル側のニーズとも合致する → 閑散期におけるワーケーション受入推進
 企業との関係構築が少しずつ進んでいる（ワーケーションがなければ、なかった出会い・関係を創出している）

R３年度 ワーケーション実証業務 運営参画企業
地域活性化起業人：タウンセールス・プロモーション

R4～５年度 ワーケーション参加企業
地域活性化起業人：自治体DX推進


